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Summary 

The purpose of the present study was to examine the effects of horticultural activity for 

people with mental retardation. We evaluated the effects of horticultural activity using two 

biomarkers. which were salivary amylase activity and salivary chromogranin A in comparison 

with a control group which conducted ceramic art activity. Twenty four subjects were divided 

each into activity by random sampling. A significant numerical decrease of both biomarkers 

was shown in the horticulture group. On the other hand. the change in the mean value in出e

ceramic art group was not significant. These results suggested that the horticultural activity 

affected stress reduction for people with mental retardation. 
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生理機能，唾液アミラーゼ活性，唾i夜中クロモグラニンA

緒 言

知的障害者の支援施設において，作業活動としての

園芸の利用はあるものの園芸擦法としての確立はまだ

途についたばかりである。また知的障害者を対象とし

た研究発表においては，自閉症者を対象として野外活

動を行うことで主体性，積極性，協調性が養われたと

の報告(上原.2000)がみられるものの，園芸ないし

園芸療法の効果については検証されていなしミ。筆者ら

は.2002年より技能訓練や就労を目的として知的障

害者に対する園芸療法を継続的に行ってきた。この活

動の中で，施設に住む知的障害者の生活は日中行われ

ている決められた作業活動以外の余暇活動の機会が少
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なく，また，知的障害者においても高齢化が進み，今

後ますます施設生活における生活の質の向上が問われ

始めていることに気づいた。こうした中で筆者らは生

活の質を客観的に捉える他者評価尺度を作成しその

効果を測定してきた(杉原ら.2008;杉原ら.2009)。

しかし知的障害者の心理状態を言語および非言語的に

把握することは困難な場合が多く，観察式の指標のみ

では必ずしも的確に把握し切れていたとは言えなかっ

た。そこで本研究では，二種の生化学指標を用いて園

芸が知的障害者に与える効果を検証し，今後の知的障

害者の支援施設における園芸療法プログラムの導入に

役立てることを目的とした。



方法

1.対象

本研究は， A知的障害者支援施設に入所する24名

を対象とした。ダウン症6名，てんかん3名， 自閉症

4名， P叶rade町r

群 l名を含め， 24名の診断名は精神遅滞であった。

2.研究手順

本研究は， 2008年10月の3日間， 13時から 15時の

間に行った。事前に対象者に対して唾液採取方法のデ

モンストレーションをし，蒸留水でうがいをして5分

間安静状態とした。そして，唾液中クロモグラニンA

(以下CgA) を2分間，唾液アミラーゼ活性(以下

sAMY)を1分間として各唾液の測定を行った。その

後，各作業を行い，再び、作業後に同様の唾液測定を行っ

た。作業終了から唾液採取までの時聞は 1分以内で

あった。なお， )11買序効果を考慮し対象者を二群に分

類した。実験群である園芸作業群と対照群である陶芸

作業群の選出方法は，コンピューターによる無作為標

本抽出法にておこない，各12名とした。唾液は，

CgAではサリベットを用いて，二個の綿花を奥歯で

阻唱させて採取した。 sAMYでは，唾液アミラーゼモ

ニター用テストストリップを舌下部に入れて採取した。

3.場所

本研究における実施場所は， A知的障害者支援施設

の室内作業室であった。室内面積は72.6ぱ(1O.08mx 

7.2m)で，室温は24
0

C前後であった。

4.作業内容

知的障害者施設で行われている代表的な作業(農作

業，園芸作業，陶芸作業，織物作業，養鶏作業，手工

芸作業等)のうち，園芸作業と同様に，①土を扱う，

②座位で行う，③短時間で作品が完成する，④作業工

程数が4~5工程程度，⑤使用する道具が簡易である，

という基準を満たす陶芸作業を対照群に選択した。園

芸作業，陶芸作業ともに作業台を使用し，椅子座位の

姿勢で、作業を行った。作業中は，その場を離れ歩き回

ることがないよう支援を行った。園芸作業では植物の

寄せ植えを行い，使用した植物は一人当たりパンジ一

首3株，チューリップの球根3球とし，用土は赤玉土，

ビートモス，腐葉土を 6: 1 : 3で配合した。また，

プラスチックプランターは高さ20cmの9号サイズを

使用した。作業工程は，土を配合する，土をまぜる，

花を配置する，植え付けるであった。陶芸作業では，

コケ玉栽培用の受け皿づくりを行った。使用した粘土

は北海道江別市産の赤土で一人250gで、あった。作業

工程は，粘土をこねる，粘土を広げる，形をつくる，

デザインするであった。作業時間は，すべての対象者

が30分以内に作業を終えた。なお，各作業とも二人

の対象者に対して一人の支援者が付き，口頭またはデ

モンストレーションで対象者の自主性を妨げない程度

の支援を行った。

5.測定指標

本研究では知的障害者の精神心理的反応を調べるた

めに，以下二通りの生化学測定を行った。

1)唾液中クロモグラニンA

(Salivary Chromogranin A; CgA) 

CgAは，副腎髄質クロム親和性細胞や交感神経

ニューロンからカテコールアミンとともに分泌され

る可溶性タンパク質の一種である。唾液で測定でき，

交感神経活動を反映する新たな指標物質とされてい

るo CgAは身体的ストレスには反応せず，精神的

なストレスに対して特異的に反応を示すことがわ

かっている (Nakaneら， 1998; Nakaneら， 2002)。

唾液中クロモグラニンAの低下はストレスの減少

を示すと考えられている(中根， 1999) 0 

CgAの日内変動は，起床時に最も高く，起床後

1時間で急速に減少しその後は安定したレベルを

示すとの報告がなされている (Denら， 2007)。そ

こで本研究では，測定を13時から15時の間に行った。

2)唾液アミラーゼ活性

(Salivary Amylase Activity; sAMY) 

sAMYは交感神経の作用によって分泌がうなが

されるためストレス負荷に対する応答性が良く，タ

イムラグは l分程度である(山口， 2007)。不快な

刺激においてsAMYは上昇し，一方快適な刺激に

よって低下するとされ，唾液アミラーゼ濃度の減少

がストレスの減少を示すことが明らかになっている

(山口ら， 2001)。交感神経副腎髄質系 (SAM

system)の神経活動を評価するための指標として

知られており，精神的ストレスに起因して，唾液中

のαーアミラーゼ活性が上昇する。日内変動は起床

直後に最低値となり 20:30に最高値を示すと報告さ

れている(山口ら， 2007; Yamaguchiら， 2006)。

本研究における唾液測定は， CgAについては採

取後に冷蔵保存し測定翌日に矢内原研究所へ委託

した。一方， sAMYは，市販の携帯型唾液アミラー

ゼ活性測定器(ニプロ杜)を使用し筆頭筆者が測定

を行い，各群のグループ分けを知らされていない共

同研究者が記録を行った。なお， CgA濃度は唾液

中総蛋白濃度によって補正し， mg蛋白あたりのモ

ル濃度値で表示した。

6.統計解析

統計解析にはSPSSVer. 13.0を使用した。園芸・陶

芸の作業前と作業後に行った各指標の数値差の検定に

は， paired t検定を行った。園芸作業群と陶芸作業群
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の比較には，各群における変化量に対してunpairedt 

検定を実施した。いずれも危険率5%以下の場合を有

意とした。

7.倫理的配慮

あらかじめ本研究のデータ収集に関し，協力施設に

対して研究の趣旨と研究に必要とされる対象者，研究

方法， さらにインフォームドコンセントの方法につい

て説明を行い，書面にて承諾を得た。研究協力に関し

て，その有無においては不利益を被らないこと，デー

タを研究以外に使用しないこと，プライパシーを保護

すること，検査はいつでも中断できること，学会など

に公表することがあることを説明した。さらに協力施

設から家族に対して同意を得ていることを確認して，

本研究を開始した。研究実施に際しては，施設スタッ

フが対象者の心身状態の変化から参加が可能であるか

判断したうえで対象者の意思を確認した。また，本研

究の結果を今後の当該施設における園芸療法活動に役

立てるものとした。

結果

1.対象者の基本属性

対象者の基本属性の比較を第1表に示す。園芸作業

群および陶芸作業群を比較した際の年齢，入居期間，

知能分類，性別において有意差は認められなかった。

Table 1. Proftles of the subjects. 第1表対象者の属性.

Horticulture (N=12) Ceramic art (N=12) 

Mean (:t SO) Mean (:t SO) 

Age (No. years) 39.08 6.95 38.58 9.00 n.s.' 

Ouration 01 
institutionalization 5321.83 1916.86 5732.50 1234.51 n.s.Y 

(No. days) 

Classiffcation 01 
3.75 0.87 

intellig泡ncequotient' 
3.83 0.83 n.s.' 

Male / Female 6:6 5・7 n.s.Y 

， 1 =1070 ~ 80， 2=1050 ~ 70， 3=1035 ~ 50， 4=1020 ~ 35， 5=1020以下
Y X 2 test 

2.唾液中クロモグラニンA

唾液中クロモグラニンAの結果を第2表に示す。園

芸作業群では，作業前と作業後における平均値が6.03

( :t 3.02) pmol' mg
1から 4.l7 (土 2.22) pmol' mg.1 

へと有意に減少した (p<0.05)0 一方，陶芸群におい

ては 5.96 ( :t 3.45) pmol' mg
1から 7.27 ( :t 5.41) 

pmol' mg
1へと平均値が上昇したものの，統計的な

有意差は認められなかった。両群の作業前と後の差の

数値を比較したところ，有意差が認められた(p<O.01)。

対象者別の結果は，園芸作業群で数値が上昇したもの

は2名，下降が10名に対し陶芸作業群では8名が

上昇し， 4名が下降した。
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Table 2. Results before and after intervention for 
horticulture and ceramic art groups. 

第2表.園芸活動と陶芸活動の介入結果.
Before activity After配 tivity t-value， 
ーーーーーーーーー圃ーー-同ーーーーーーーーー Zbefore Change Dlfference 

Su出;eale p-value Mean (:t SD) Mean (土SD) 胡er ，.... ----- in value (t-test) 

同 ol-CgA/mg-protein
(pmol・mg.t)

coπpanson 

Horticulture group 6.03 (3.02) 4.17 (2.22) 2.35'" 口口.1.85 3.16 

Ceramic art group 5.96 (3.45) 7.27 (5.41) 一1.78 0.11 1.31 (.2.92)'" 

sAMY(kU . L') 

Ho内icul1uregroup 123.58 (94.64) 61.83 (56.33) 2.29" 0口4 .61.75 67.67 

Ceramic art gげoup 164.33 (68.16) 170.25 (90.66) ー0.34

n=12 in each 
Z The bef町ev. after comparisons used paired t-test5 
， P=0.008. ' P=0.047， ， P=0.008. ' P=0.047 
合 P<0.05，"Pく0.01

3.唾液アミラーゼ活性

0.74 5.92 (.2.11)仇

第2表に唾液アミラーゼ活性の結果を示す。園芸作

業群では 123.58 ( :t 94.64) kU' L
1から 61.83 ( :t 

56.33) kU' L.1へと有意な数値の減少がみられた

(p<0.05) のに対し陶芸群においては平均値が

164.33 (:t 68.l6) kU' L1から 170.25 (士 90.66) kU' 
L.1と統計的に有意な変化が認められなかった。さら

に，両群の作業前後の差の比較では，有意に差がある

ことが明らかとなった (p<0.05)。各対象者の結果は，

園芸作業群では3名が上昇し， 9名が下降した。一方，

陶芸作業群では8名が上昇し， 4名が下降した。

考察

これまで筆者らは，知的障害者支援施設において園

芸療法を実施する中で，知的障害者が植物の栽培活動

や植物を利用じた作品づくりに笑顔で楽しみながら取

り組み，通常では難しいと思われていた長時間の作業

への集中した様子，精神的耐久性を観察している。そ

して，体験的に園芸療法が知的障害者の生活の質を高

める活動になりうることを感じてきた。そこで，認知

症高齢者の生活の質を測定する他者評価尺度を参考

に，施設スタッフにより評価を行う知的障害者用の生

活の質尺度を作成して，園芸療法の効果を測定した。

その結果，園芸療法を行うことで，知的障害者には情

緒的な充足感がみられ，対応困難行動がコントロール

され，対人関係の持ち方に引きこもりや拒絶の減少な

どの正の変化がみられることがわかった(杉原ら，

2009)。しかし作成した指標はあくまでも施設スタッ

フから見た対象者の様子を判断するものであり，対象

者自身の精神心理面の状態を的確に示したものとはい

えなかった。そこで今回，自己記入式評価を行うこと

が困難な知的障害者の精神心理機能を測る指標として

生化学指標を用いることにした。そして，陶芸作業を

対照群として各作業前後の数値を比較することで，知

的障害者に与える園芸作業の効果を明らかにした。

CgAの結果からは，園芸作業では作業後に精神的ス



トレス負荷が低くなることが明らかになり， sAMY 

を調査した結果では，園芸作業前後の比較で精神的な

ストレスが減少し園芸が快の刺激になっていること

が示された。一方，陶芸作業では両者において変化が

確認されなかった。以下，生化学指標の有用性および

陶芸作業との比較による園芸作業の効果を考察するO

本報告で使用した生化学指標は，これまで植物環境

の生理的効果や障害者への園芸活動の効果の測定に用

いられてきたものの，まだ一定の知見は得られていな

い(岩崎ら， 2007;本田・岩崎， 2009;藤岡ら， 2009)。

都市公園における植栽植物の違い(芝生やラベンダー

畑)によるストレス緩和の場を検証した結果，芝生に

おいてsAMY濃度を下げる効果が見られた(岩崎ら，

2007)。しかし精神障害者6名を対象にした研究では，

園芸活動の前後においてsAMYを比較したところ，

対象者によってばらつきがみられる結果となった(本

田・岩崎， 2009)。また， CgAを使用した小児精神科

入院患児7名を対象とした研究においては， 2名にス

トレス状態の低下がみられるのみで5名は変化なく，

植物との関わりによるストレス緩和効果は明らかにさ

れなかった(藤岡ら， 2009)。一方，園芸療法と同様

にさまざまな効果研究がなされている音楽療法に関す

る報告によると，認知症高齢者8名に音楽療法を行い，

そのセッション前後でCgAの数値を比較したところ，

コントロール群で、は変化がなかったが，音楽療法群で

は有意に減少しストレス軽減効果が認められている

(鈴木ら， 2005)。さらに， CgAやsAMYの低下がみら

れた音楽療法の基礎である音楽聴取が，ストレスを軽

減させる可能性をもっとの報告がなされている(西村

ら， 2003;中島ら， 2011) 0 ほかにも，アロママッサー

ジや温泉療法などの効果測定にCgAを使用しその

効果が明らかになっている(樫木ら， 2007;和田ら，

2011)。以上，園芸療法と同様のストレス緩和を目的

とした諸活動において生化学指標の値が減少したこと

から，本研究においても園芸作業のストレス軽減効果

が示されたと考えられる。また，本研究結果より，

CgAおよびsAMYがストレス軽減効果を示す指標に

なりえることが示唆された。

次に本研究結果より，園芸作業を行うことで知的障

害者の精神的なストレスが低下し喜びゃ楽しみと

いった肯定的な感情が生まれたと思われる。園芸は植

物の侵襲性の少なさが人に安心感を与え，草花の香り

や感触，さまざまな色など，人の五感を刺激すること

で感覚を呼び覚ますといわれている(山根・津田，

1998a)。さらに，人の高ぶる気持ちを沈静し，沈ん

だ気持ちを包み込んでくれるという(山根・津田，

1998b)。本研究においても なじみがありカラフル

な花を使用することで，緊張感を和らげたものと思わ

れる。また，大声で数えながら土を配合し満足そう

に，支援するスタッフの顔を見て確認する様子がみら

れた。土混ぜ、作業や鉢植え作業中に脳波を測定したと

ころ，両作業には緊張をほぐす効呆があることが明ら

かにされている(山根ら， 2002)0 今回の園芸作業では，

三種類の土を混ぜる作業から始めたことにより，土の

感触を楽しむ様子がみられ，時間を忘れて集中できた

ものと思われる O そして終始，生き物である植物に対

して優しく丁寧に扱う様子が観察され，時折笑顔にな

る対象者が多く見られた。使用植物であるパンジーを

触って「きれいだね。」と語り，自ら香りを嘆ぐ様子

も見られた。「もう終わりなの?Jと話す対象者や，
作業が終わってもじっと花を見つめたり，花をなでる

対象者が見受けられ，作業後も余韻を残す効果がある

のではないかと考えられた。園芸作業と陶芸作業は共

に土を用い，同じ室内作業室で行われ，所要時間や工

程数，座位で行われたため作業肢位も同様の活動で

あった。しかし本研究における園芸作業では土を混

ぜる・配合するなど巧綾性を必要としない運動が主で

あり，かつ創造性をほとんど必要としないことから知

的能力は求められず，指導者の説明に沿ってわきあい

あいと行われ，他者との交流が生まれやすい環境で

あった。また，植物の寄せ植えは失敗が少なく完成品

の予測が容易で、あることから，心理的なリスクも少な

かったと考えられる。何よりも植物は様々な感覚を刺

激するだけではなく，植物を育てることは時間の見当

識を助け，役割を見出すなどの肯定的感情を抱きやす

いと考えられた。このように知的レベルを要さずに他

者と交流しながら遂行しその後の成長が期待・予測

できる園芸作業は，知的障害者にとって容易に取り組

むことができ，快感情を刺激し活気を上げる作業とな

り，ストレスを軽減させたと考えられた。

一方の陶芸作業では，土をこねる，広げる工程にお

いて，楽しそうに取り組む姿が観察された。また，粘

土を机にたたきつけるなど ストレス発散をしている

様子も見られたが，徐々に表情が硬くなり，過度の感

情表出が行われてしまう可能性があった。さらに，次

の土を成形し，デザインする工程では，注意・集中力

や持続性などの知的能力が求められる。土は可塑性が

強く，何度もやり直しが出来る反面，自由すぎる可塑

性と壊れやすさは不安感や自信喪失につながり心理的

リスクが大きくなる(佐藤ら， 2003)。使用する道具

も成形やデザインには竹串等を用いることから，園芸

に比べより巧綾性が高い能力が求められる。そして，

作品づくりに集中するにつれ交流も乏しくなり，各々

が自分の作業に閉じこもる結果になったと思われる。

また，皿づくりの工程は，その後，素焼きを経て完成

に至るため，本当の意味での完成には数週間かかる。

皿の上にコケ玉を乗せた見本通りの完成作品に至るに

はまだ先となり，結果の予測が困難であったと考えら

れた。以上より，創造性を必要とし巧綴性が求められ，

結果の予測が難しい陶芸作業は，対象者にとって心理

12 



的リスクが大きいことが考えられ，ストレス解消には

至らなかったものと思われる。

最後に，観察した所見ではにこやかに交流しながら

作業をするものの淡々とこなしているように思われた

園芸作業群で生化学指標が低くなり，一見楽しそうに

粘土をこねてストレス解消をしているようにみえた陶

芸作業群の生化学指標値が高かった。これらは生化学

指標を効果の測定に使用したことで明らかになり，観

察者からの評価とでは違いが生じた。知的障害者に対

する活動では彼らが自らの状態を表現することが難し

いだけに，ケアに携わる側が知的障害者の精神的スト

レスを主観的に判断することの危険性を示唆する結呆

となった。

今後は園芸療法の介入において，生化学測定と評価

尺度と併用しその相関を検討することで知的障害者

に対する園芸療法の評価方法を確立させたいと考える。

摘要

24名の知的障害者を対象として，唾液中クロモグ

ラニンAと唾液アミラーゼ活性の二種の生化学指標

を用いて園芸作業の効呆を検証した。無作為抽出法に

て選出された対照群には同じ座位姿勢で行う陶芸作業

を設定し比較した。その結果，園芸作業群は両指標に

おいて有意差が認められた。一方，陶芸作業群では有

意差は認められなかった。園芸作業は知的障害者に

とって快刺激となり，ストレス低下に影響を与えるこ

とが明らかになり，知的障害者の生活の質を高める活

動のーっとして適したものであることが示唆された。

さらに本研究結果より，唾液による生体機能測定は知

的障害者に対する評価方法のーっとして使用できる可

能性が示唆された。
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